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１ 排出削減事業者の情報

排出削減事業者

会社名 株式会社　レンティック中部

排出削減事業を実施する事業所

事業所名 伊勢原事業所

住所 神奈川県伊勢原市白根445-1

排出削減事業共同実施者（国内クレジット保有予定者）

環境経済株式会社　

その他関連事業者（注）

関連事業者名 株式会社洸陽システムソリューション

2       排出削減事業概要

2.1    排出削減事業の名称

蒸気のドレン回収及びフラッシュ蒸気の回収並びに保温強化による省エネルギー事業

2.2    排出削減事業の目的

省エネルギーにより、温室効果ガスの削減を行う。

2.3    温室効果ガス排出量の削減方法

蒸気のドレン・排熱回収、フラッシュ蒸気の利用、放熱ロスの低減によるCO2削減を行う。

2.4    国内クレジット認証要件の方法

  ■はい

  □いいえ

  ■はい

  □いいえ

2.5   承認排出削減事業計画からの変更項目

排出削減事業共同実施者名

（注）その他関連事業者とは、排出削減事業共同実施者とは別に、排出削減に寄与する設備機器の生産・販売者、
国内クレジットの創出コストの低減を図る事業の集約を行う者等をいう。

排出削減量は承認排出削減計画に従って当該計画を実施した結果生じたものか

排出削減量は承認排出削減方法論及び承認排出削減事業計画に従って算定さ
れているか
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3       排出削減活動期間

3.1　　プロジェクト開始日

3.2　　モニタリング対象期間

（本報告における実績報告期間）

2008年9月1日　～2009年12月31日

4      温室効果ガス排出削減量

4.1　　採用した排出削減方法論の情報

方法論番号 方法論名称

001 ボイラーの更新

4.2　　活動量

4.2.1　　活動量・原単位

対象 活動量 原単位

4.2.2　　活動量の採用根拠

4.3    事業の範囲（バウンダリー）

2008年9月1日
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項目 単位

M-1 kl/年

M-2 GJ/kl

M-3 ％

M-4 ％

M-5 t-C/GJ

データの種類 QA/QC手順（該当手順の無い場合、その理由を記載すること）

活動量

事業実施後燃料（Ａ重油）使用量

単位発熱量

排出係数

（モニタリング方法に変更ある場
合）変更理由

6 　モニタリング対象指標

5 　モニタリング対象指標

実績値

1019

モニタリング方法・根拠資料

燃料供給会社からの請求書

定義

事業実施後燃料（Ａ重油）使用量

事業実施後燃料の単位発熱量

事業実施後ボイラーを含む設備全体の効率

事業実施前ボイラーを含む設備全体の効率

事業実施前後燃料の単位発熱量あた
りの炭素排出係数

39.1

99

77

0.0189

デフォルト値

別紙2　※1

別紙1　※1

デフォルト値

  　6.2  モニタリング対象指標のQA/QC

流量計にて測定　流量計の測定値と燃料供給会社からの請求書の誤差を確認
設備担当者が保管
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7      排出削減の計算

承認排出削減事業計画において採用した算定式に基づき、モニタリング対象項目実測値等を

反映した計算結果を記入すること。

7.1　　事業実施後排出量

活動量 単位発熱量 排出係数 CO2排出量

EMPＪ

7.2　　ベースライン排出量

活動量 単位発熱量 排出係数 CO2排出量

ＥＭBL

7.3　　リーケージ排出量

活動量 単位発熱量 排出係数 CO2排出量

ＬＥ

7.4　　温室効果ガス排出削減量

ベースライン排出量　　　（7.2） ＥＭ BL

事業実施後排出量　　　（7.1） ＥＭｐｊ

リーケージ排出量　　　　（7.3） ＬＥ

温室効果ガス排出削減量 ＥＲ

８　　省エネルギー量

項目 記号

1,019.0kl 39.1GJ/kl 0.0189tC/GJ 2,761t-CO2

1,310.1kl 39.1GJ/kl 0.0189tC/GJ 3,549t-CO2

2,761t-CO2

3,549t-CO2

3,549t-CO2

2,761t-CO2

788t-CO2

0t-CO2

0t-CO2

ベースライン（①） 実績（➁）
ベースライン-実績

（①-➁）

1,321.5 1,027.9 293.6

原油換算(kl)
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